
平成２２年度第２回北区まちづくり協議会全体会 意見交換の概要 

意見の整理  
 
 
  
・収容避難場所の耐震化の確認（Ｄ） 

・避難（自分を守る）（Ｅ） 
 
 

 
  
  ・自主防災組織の拡大（各種団体を含む）（Ａ） 

・自主防災組織の結成、役割確認（Ｄ） 

・自主防災組織の活性化、見直し（マップ、住民への周知）（Ｅ） 
 
 

 
  
  ・日頃からの訓練の繰り返しが必要（Ｂ） 

・個人として災害時にどう動くのか考えておく（Ｃ） 

・それぞれの立場でのシミュレーション（Ｄ） 

・冬期間を含む日頃からの訓練実施（Ｅ） 
 
 
 
  
・高齢者の安否確認方法（Ａ） 

・高齢者の避難方法～図上訓練の実施（Ａ） 

・要援護者の把握（Ｄ） 

・災害時要援護者を含む住民状況把握（耳の不自由な人への情報伝達）（Ｅ） 
 
 

 
  
・災害時の連絡体制づくり（Ａ） 

  ・避難場所の周知徹底（Ａ） 

・一人暮らし高齢者、老人ホーム等大型施設→避難方法のマニュアルづくり（Ａ） 

 ・情報連絡体制の構築（Ｂ） 

・災害時の情報収集と伝達方法（Ｃ） 
・災害時の情報伝達検討（携帯は使えるの？）（Ｅ） 
 
 

 
  
 ・単町、日赤、民児協、消防団、災防協（Ｂ） 
 ・今から団体間の連携が必要（Ｂ） 

 ・災防協との協力体制（訓練参加見学）（Ｄ） 
  
 

 
  
 ・動物の保護（Ａ） 

 ・地域内における仕事の振り分け（Ｃ） 

避難場所 

自主防災組織 

防災訓練の充実 

災害弱者の支援 

災害時の情報収集 

団体間の連携 

その他 


